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．北海道稻倉石鉱山マンガン鉱床（主として地表）調査報告
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　The　geology　of　inakuraishiMine，in　sou』

them　Hokkaid6，is　mainly　composed　of　lipa－

ritic　rocks，propylite　（augite　an（lesite）　pro一　、

pyiitic　ag910merates，and　two　，kinds－of

pyroxene裂ndesite　etc。

　丁五e　manganese　deposits　ogc畔in　propy－
lite　in　wbich　distinct　ch10ritization，silicifi－

cati・h，ar奮illizati・n　etじare［rec・gnized

re血arkably　around　the＄6deposits。

　　　　　　　　　　　　　ま　The　relations　between　this　zoning　and
，the－geological　structure　are　import3nt　for

prospecting．
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，　　　　　1．緒　論
　昭和26年8月26日より10日間に亘り，北海道稻倉石

鉱山のマyガソ鉱床を調査したo

。　坑内調査は朝日昇・松村明，化学探鉱は関根蔀夫ゼ池

　田喜代治がそれぞれ担当したQ

　ここには稻倉石鉱山地域の主要部の地表調査の結果の

　みを報告する。本鉱山の鉱業権関係は次の通りである。

　鉱業権者　株式会杜鉄興肚

　鉱区番号探掘58号，試掘3，600号，3，899号，3，895

　　　　号その他4
　　　2．位置および地形（第1図参照）

本鉱山は画館本線余市駅の西南方直題約16km，北

海道後志國古李郡古耶町沢江村地内で稻倉石山西麓に位

置する。鉱山の周辺には天狗岳・稻倉石山・泥木山等の

海抜標高900m以下の山岳が起伏し，それらの問を縫

つて古平川が北流し日本海に注ぐ。その1支流をなす稻

倉石沢に漕つて各坑口が開坑されている。滝ノ沢・稻倉石

沢』ピリカナ｛沢等は榔してN70。Wの方向に並走し，

それらの支流にはN80。E，N30。W等の方向に走るもP

＊鉱床部

第1圖　位・麗・交通圃

のが多い。

鉱山附近は開析が進み，谷幅50m丙外，谷底準坦で

あるから鉱山用地としての利用に適する。各坑口は河床

より高さ10m斑の卵醐坑趣ているカ・ら坑内よσ

の蓮搬は至便であり，また古李川流域はほとんど李坦で

勾配の少ないトラヅク道路が，山元より古準港まで通じ

ているので搬出に便利であるQ

本鉱山の交通・蓮搬系統は次の通りであるQ　I

　　　　自動車道画館本線余市駅　　　　→古李港

　　　　16km
　　　汽艦酒田工場←

自動車道
　　→鉱山15km

　索道〃　←　　　　　　ヴ

　　13kmも

11月より翌年4月までは，積雪のため坑外作業に支障

を師し易く特に参季嘱灘し晦上輸邊が翻する

ことが多く乳鉱山経営上の1つの癌となつている。

　　　　　一3．地　質
今回の調査地域は古雫川の支流滝ノ沢・稻倉石沢・ピ

リカナイ沢の各洗域より稻倉石山一天狗岳を結ぶ稜線

に至る範囲で，鉱山を中心として南北約2km，東西約

5kmの範囲内である。

地質は石英粗面岩様岩類・変朽安山岩・集塊岩類』複

輝石安山岩等よりなる。　　　　　　　．
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北海道稻倉鉱山マンガソ鉱床（主として地表）調査報告　（宮本弘道・高瀬博）

　3・1石英粗面岩檬岩類：　鉱山の東方，天狗岳一

：稻倉石山を結ぶ稜線の中腹附近に，淡黄白色石英粗面岩

質凝次岩が発蓬する・これは大江鉱山（稻倉石鉱山東方

約5km）附近に広く分布する石英粗面岩様岩類の西端

ヒ当り・，変朽安山岩の基盤をなすものと考えられる。一・

．般走向はNW－SEで西方に緩傾斜する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　本所小関技官によれぼ，鉱山の東南方数kmの地点

で石英閃緑岩が本岩類を貫いているということであるQ．

　3．2変朽安山岩：　鉱山附近東西5km以上に亘つ

て広範囲に変朽安山岩は発達し1，域内におけるマyガソ

鉱床の母岩をなし，集塊岩類および複輝石安山岩に被わ

れる。

　変朽安山岩は帯緑黒色ないし友緑色の複雑なる岩相を

呈するが，帯緑黒色のものは肉眼的に2～3mmの普通

輝石および斜長石の斑晶が認められることが多く，鏡下．

で流状構造の認められるものがあり，斑晶として普通輝

石・斜長石等があり，緑泥石化作用・曹長石化作用を受

けている。友緑色のものは変質が著しくほとんど斑晶が

』認められず，むしろ緑色凝友岩檬の外観を呈し・そのう

ち比較的変質の少ないと、思われるものを槍鏡すれば次の

通りである。

　卓状の斜長石は曹長石化作用を受けることが著しく，

・：短柱状の普通輝石も多くは緑泥石に置換えられ，石基中

に方解石が認められ，副成分として粒状の磁鉄鉱，針状

の燐次石を俘つている。また含赤鉄石英が球穎を作つた

り，細脈状に入り込んで珪質となり・帯紫赤色を呈する

都分が12号の沢、ヒ流の変朽安山岩中に見受けられる。

　厚さ5《’15mの輝石安山岩，およびリソイダイト1の

大小の円礫が含まれる集塊岩質の部分が見受けられるQ

、円礫の大さは径1cm内外ないし30c血内外であるQ

　リソイダイトの礫は稻倉石沢上流において，特にその数

が壇す傾向が見受けられる・輝石安山岩の礫は変朽安山

岩化作用を受けない新鮮なものである。

　3．3集塊岩類：　古李川流域において，集塊岩類は

変朽妥山岩を比較的広範囲に亘つて蔽い・NW10。内外

の緩傾斜をなし，亭均径2cm位の小角礫が比較的均質

に膠結され，凝友岩檬の外観を呈L珪質，友申ないし淡

；緑色であるQまた角礫はほとんど変朽安山岩角礫で，1

部には破璃質の黒曜石角礫を混えることがある。古李川

　とピリカナイ沢≧の合流点附近においては7N40。～50。

EあるいはN60。～70。Wの走向で，北または南に70。

～80。傾斜する黒緑色緻密な玄武岩質安山岩の岩脈が集

塊岩類を貫き，幅30｛・70cmでさらに走向N25。E，

傾斜80。Eの石英細脈（幅1’｝2cm）により切られる

ことがある。

　3．4　複輝石安山岩：　複輝石安山岩は変朽安山岩・

石英粗面岩襟岩類等を蔽い，稻倉石山・天狗岳等を構成

L，次緑色ないし友黒色で・普通輝石・斜長石・角閃石

・紫蘇輝石等の斑晶および若干緑泥石化された石基とよ

りなる0

　　　　　　　　4．鉱　　床

　鉱床は変朽安山岩中の破碑帯または断暦に沼つて生成

された脈罧の裂罐充墳鉱床である。主要な鉱床には万盛

鑓・金勢鑓および奥稻倉石鑓がある。

　4．1　万盛鑓：　本鉱床は現在稼行の主力をおく鉱床

群で，稻倉石沢北岸においてN60。《ノ850W忙延び，主

なものは本坑脈といわれる主要鉱脈と，これから分岐す

る4條の大支脈にして，その他これに李行する細脈が多

数あり，本坑脈の東牛部は雁行脈配列の鉱床群からな

る0

　4．2金勢鑓＝　万盛鑓本坑口南方約500mの所に

ある金勢鑓の主要脈は2條の亭行細脈を件い，N70。～

759Eに延び，東部延長に声いて万盛鑓と交叉する位置

にある。

　4．3　奥稻倉石鑓：　金勢鎚の南約500mの位置に

これに李行Lて走り，主要鉱脈が2條で，数條の小平行

脈を件う。

　なお上記各鉱床群を形成する主要鉱脈の走向・傾斜・

規模は第1表の通りである。

　各鉱脈は地表近くの酸化帯では酸化マソガン鉱を主と・

するが，不変帯では旋酸マγガン鉱を主体として石英や

硫化鉱物を件つている。奥稻倉石鑓では方解石の発達が

著しく，含マンガソ方解石に漸移する。鉱石は一般に綿

状も．しくは角礫状構造を呈するQ粗鉱の李均品位は，，

Mn25’）28％程度である0

　4．4　その他の露頭：　地表では上記各鉱床の露頭以

外にも露頭あるいは焼けがみられる。その主なものを挙

げると第2表の通りである。

　上述の各露頭も概してN60。’》80。WおよびN60。～

70。Eのものが多く，万盛鑓・金勢鑓・奥稻倉石鑓等の

走向・傾斜に一致することが多い。

　　　　　　　5・母岩の変質

　変朽安山岩は盤際近くでは特に緑泥石化・珪化および、

粘土化等の諸作用をうけることが著しく，1部には炭酸

化作用の著Lい部分が認められる。

　第2図には肉眼的に斑晶が認められるものと，斑晶

が認められないものに分ち，後者をざらに緑泥石化作用

の著Lいものと珪化作用の著Lいものとに区別した。こ
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北海道稻倉鉱山マソガン鉱床（主として地表）調査報告　（宮本弘道・高瀬博）
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地　　質　　鉱　　床　　圖

れらの変質帯は第2図に示される如一

く，万盛鑓域南特に金勢鑓・奥稻倉

石鑓等の附近は著しく発達し3概し

て帯状の分布を示している0

　5．1　緑泥石化作用：　盤際の母

岩は特に著しい緑泥石化作用をうけ

ることが多く，緑色凝友岩様の外観

を呈する4mm以下の室洞を持つ

ものが多い。鏡下の観察によれば，

斑晶の普通輝石は緑泥石化作用をう

げ，また石基の普通輝石も斑晶と同

様に変質を受けているo　　　　、

　5．2　珪化作用：　万盛鍾と金勢

，鑓・金勢鍾と奥稻倉石鑓のそれぞれ

の中間の地械においては珪化作用が

著しく，・有色鉱物は全く分解され，

2次的の石英と黄鉄鉱の集合体に置

換されることが多い。一般に友白色

ないし友黒色を呈し鉄分に富むもの

がある。ピリカナイ沢上流の盤際の

母岩のみは珪化作用をうけることが

著しいが，それ以外の盤際では珪化

作用をうけていない・

　5．3粘土化作用：　盤際または

母岩の割れ目に沼つて局部的にカオ

リンと考えられるものが認められ，

概して友白色を呈している。、

　現在の変朽安山岩を構成した熔岩

は1枚ではなく，ロ何枚かの熔岩流よ

りなり，その後に生じた万盛鑓を胚

胎する東西方向の破碑帯の影響によ

り，万盛鑓以南の地域においては著

しく優乱L・上記の如き変質帯が生

成されたものと考えられる。

　　　6．沿革および現況

　本鉱山は明治18年に発見され，明

治44年頃までは金銀鉱を対象とし

て稼行された。その後はマソガソ鉱

山として盛衰を繰返しゴ昭和4年現

．鉱業権者の経営に移り，本邦有数の

マソガン鉱山に発展してきた。昭和

25年度粗鉱産出量は15，300tで，

同年までの合計生琵総量は300，000t

以上に達L，昭和26年度後孚には毎

月粗鉱2，500t内外を産出1ノている。
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地質、調査所月報　（第4雀第・2号）

第 1 表

、 鉱一床群名

＼

万 盛’

金 勢

奥稻倉石

鉱脹名

本坑脈
上盤脈
中夕
下ケ
中ノ坑脈

右金勢脈

左〃
通洞2号脈

右隆盛版

左〃
右朝日脈
左〃

一般走向

N6G。！｝750W

N750W・
N700W
N750W
：N850W、

N700E
N750E
N700豆

：N800E

N80QE
N80。E
：N80QE

一般傾斜

750N
850S
850：N

80。N
800N

冬5。S
　ミ
80。S
800N

800N
800：N，

850N
850N

確　定 延　長

：走向延長m　・傾斜延長m

500

320

5G

120

220

320

．350

60

100・
250

190

210

250

120

70

．70

200

160

120

60

100

100

go

『80

’李均脈幅m

0．3’》3．0

・1．0～2．0

2．0《ノ2．5　F

O．8～3．0

0．3（ノ1．0

0．3’》1．2

0．5～2．0

　0．4

0．5（ノ1．5

・0．5（’2．5

0．3’》1．0

0．3’）0．6

第 2 表

位 置

古李川と滝ノ沢の合洗点

古耶川と総倉石沢の合流点
』
稻
倉 石沢とピリカナイ沢の中間附近に当
る古平川畔　．

疎水坑口北岸

・診療所裏の沢の上流約200m、

12号沢上流　約200m、

12号沢上流約300m
12号沢上流約500m
万盛鑓本坑坑口附近

金盛右坑口附近り沢

金勢鍾東南　約400mの旧坑口
．ヒ記旧坑東南約、400m附近の沢

右朝日坑附近の沢

ピリカナイ沢上流1，700m

走向

N40。W

N70QW

EW
N65。W
N706W
N700E
N800W
：N600E

：N60QE

N300W
N800W

’
：
N 600E

N800W
N800W
：N600W

N400E

傾斜
450N

P800S

90Q

85QN

800S

800N
700N
500S

450S

幅

700｛’80QN・

800S

700S

800N

600N
80QS

1m
2m

0．5m

1m

1m

1m

0．3m

O．5m
5m
O．5m

O．3m

Oし5m

O．5m

O．5m

備 考

Mn25％以上，脈幅印cm以上の鉱脈を現在は稼行の

対象とし，総べて機械掘進を行つているo

本鉱山最近出鉱量の95％を占める万盛鑓の坑道総延

長は約9，800mで，現在は通洞地並の東延長部および

下部5番坑の西鑓押に主力を注いでいる。金勢鑛の坑道

総延長は約・3，000mで，南坑地並から上部160mの間

の富鉱部を現在採掘している。奥稻倉石鑓の坑道総延長

約1，600mで，現在は探鉱・採鉱ともに中止している。

　　　　　　　　や坑内蓮搬は堅坑1および坑井により各切羽の鉱石は一懸

通洞坑地並に集め，選鉱場まではバツテリー・カーによ

酸化焼

同上
割目に滑つて黄鉄鉱鉱染

同上
酸化焼・母岩粘土化

同上
割目に漕つて酸化焼

同／上’

マンガソ土・黄鉄鉱

割目に滑つて菱マンガン鉱。黄鉄鉱

　　　　　　　　4酸化鉱露頭．

酸化焼・母岩粘土化・黄鉄鉱鉱染

菱マソガン鉄

酸化焼・母岩珪化

　　　　　　　　　　　　おり搬出しているQ　　　　　　・　　　　　　　　　　面

　邊鉱場は1日粗鉱100tを処理する重液選鉱設備のほ

か，熔焼炉14基（、1基の容量は23t）がありMn38％

、以上の精鉱を出しているo

　昭和26年9月現在の從業員総数は280名で，1カ月の

電力浩費量は100，000KWである0

　　　　　　7．結　語　　・
　今後の探鉱には変朽安山岩の変質帯の分布と地質構造

に重点を置いて吟味す為必要がある。今回の地表調査の

結果，次の諸点に対する探鉱が特に望まれる。
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大分縣九重鉱山・宮崎縣白鳥鉱山の硫黄鉱床調査報告．（上野三義・小村幸二郎）

』
a
）
万
盛
鑓 と号勢鑓の交叉する附近に諸種の変質帯が

集合する傾向がある。・さらに化学探鉱の結果によれば，

万盛鑓の東部延長上に相当する地域の表土は亜錯に富む

部分がある。

　1上記の事実より万盛鍾の東延長部に相当する地域の表

土の化学探鉱を続行してゆく必要があり，場合によつて

は試すいを行い，その状況を明らかにすべきである。

　b）万盛鑓の西延長部に当る稻倉石沢・12号の沢臼古、

李川東岸等の地域にi数ヵ所の露頭が認められる点より、，

万盛鍾の西延長部に相当する地域に対しても再槍討の要

がある。

　c）　万盛鑓以北の地域には分岐脈が存在する可能性は

乏しいQ

　　　　　　　　　　　　　（昭和26年8～’9月調査）

　　　　　　　　　　　　　’

553・66：550・85（522・q・7）二622・366

大分縣九重鉱由・宮崎縣白鳥鉱山の硫黄鉱床調査報告

上』野　三義管　小村幸二郎撒
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Sulph賃r　Mines　at　Klu多u園zεm

　　　and　Shirator董一yama

by

Mitsuyoshi　Ueno＆K6jir61くomura

　　Su玉phur（1eposits　in　Kuj豆一zan’an（玉Shira－

tori・yama　belong　to　theミublimation　deposit。

Sulphur　ore　is　produced　on　cooling　the　emit－

ted　vapor，including　free　sulphur，from　the

fumaroles　alongFthe　weak　lines　in　volcanic

rocks．

　　丁血e　mining　method　is　as　follows：

　　Prospective　fumarloes　covered　entirely

by　v61canic　ash　and　rocks．The　duct，con－

structed　of　fragments，飢ed　with　or　cemented

togethel’by　volcanic　clay　an（i　crushed　rocks，

The　emittin』g　vapor　is　passed　through　the

duct，where　it　coo玉s　down，and　is　oxidized

as　it　reac五es　its　mouth．The　natural　sulphur

conteht　is　more　than99．5％．

　　On　the　other　han（1，　the　co▽ering　clay

and倉ne　rocks　fragments　are　easilly　saturated

with　sulphur　vapor　and　pro（iuces　sulphur

ore．
　　They　are　broken　up　and　mined．　　　一。

　Crude

S⑳hurore

　　　　　　　　　1．緒　　言

　筆者らは昭和25年11月初旬から約10日問，九重㌔白、

鳥両鉱山の硫黄鉱床調査に從事した6

　こ脅こ調査結果の概要を報告する9

　調査期間中は九重鉱山鉱業所ならびに常盤商会の各

位から多大の便宜を得た・ここに併記して謝意を表示す

るo

　　　　　2．位置・交邊（第1・2図参照）

　九重鉱山に至るには，夏季は久大線中村駅から「塞の

地嶽」まで観光バスの便があり，白鳥鉱山は吉都線加久

、藤駅から白鳥盗泉を通る登山道路によれば約16kmで，

この間トラツクを通ずる。両鉱山とも雨期においては道

、、路の状態が不良となり，鉱石の搬出に不便である。

Production：

Kujロ・zan

Mine

Shira紋》ri－

yama　Mine

：Natural
sulphuで

1
a
b
o

ut
loO　t／m

small
amount

Refined
sulphur

80－100tlm

90－120t／m

35－50％

about36％

まちだ

魔

　　んか団野　年ノ

蹴，

飯

〃’、

泉耀
　　寒　　　　　平治岳
黙山紗三俣山　’1643
　1503岳　　・】745

　　　　　法幽　　大船山
　　：腫曝華．　・iス87
　　　久荘灌　　　。

山扇

《

・15・3脚腱

　　阿蘇野

4km

＊廣島駐在寅　　継鉱床部 第1圖　九重山硫黄鉱山位置交通圖
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